
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈多グラウンド あるのかな、ないのかな…。 

三苫フレンズ （２勝４敗１分）０００ ０４ ４  生野（拓）●－生野 

ソルトベイスターズ（５勝４敗）０１１ ６０ ８  江良○－大門 

ＨＲ：江良（ソルト）２ＢＨ：松田（三苫フ）野口、酒井（ソルト） 

盗塁：吉村（三苫フ）野口、吉田、中村（健）（ソルト） 

９月１８日の奈多グラウンドは、かつて経験した事の無い台風の襲来で開催が危ぶまれていた。しかし

小雨はパラつくものの、グラウンドコンディションは良好で、６時５３分の試合開始となった。まず初

回、三苫フレンズは四球で出塁した吉村選手が二盗。無死二塁の好機を得たが、ソルトベイスターズ江

良投手が力投し後続を断った。その裏のソルトベイスターズは三番中村選手が左安打を放つものの二塁

を欲張りアウト。初回はともに無得点となる。試合が動いたのは二回裏。六番江良選手が豪快な一振り、

左翼越えの本塁打で先制する。更に続く三回にも二死後、野口選手への死球を起点に盗塁で二進。吉田

選手のバントが内野安打となり一三塁とすると、暴投で２点目を追加する。続く四回裏、勢いのついた

ソルトベイスターズ打線は猛攻を見せる。酒井選手、江良選手、大内選手の３選手連続右前打を放つと、

失策での出塁を挟んで坂井選手の左前打、野口選手の右中間二塁打、吉田選手の投前安打、中村（健）

選手の右前打と打者１０人、７安打の猛攻で６点を奪い、大勢を決した。フレンズも五回表に５四球に

２安打を絡めて４点を返したが、前半の失点が大きく、無念のタイムアップとなった。四回裏の攻防が

勝敗を決した台風直前の試合となった。（記事：塩浜ジャガーズ 高嶺 信彦、写真：小金丸 賢二） 

令和４年９月１８日 

今週のベストショット 

青松園Ａ 和白新町パイレーツ 対 新町ウインズ 

ファインプレー後のパイレーツ八坂選手とその背中を頼もしそうに見る岩吉投手。 

写真：奈多フェニックス 實延 新伍 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソルトベイスターズ先発、江良投手。 初回に盗塁を決めるフレンズ吉村選手。 

三盗は惜しくもアウト。 フレンズ先発、生野投手。 

内野安打を放つフレンズ田中選手。 ⑥拝み取り、ソルトベイスターズ酒井一塁手。 

本塁打を放つソルト江良選手№１。 本塁打を放つソルト江良選手№２。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青松園Ａ 下位打線の奮起でパイレーツが新町対決を制す！！ 

和白新町パイレーツ（３勝５敗）２１２００１３ ９  岩吉○－朝野 

新町ウインズ   （２勝７敗）００２００３０ ５  桐島●、永渕－今林 

ＨＲ：花田（新町ウ）３ＢＨ：朝野（新町パ）２ＢＨ：朝野２、土谷（新町パ）今泉（新町ウ） 

盗塁：川越、野中（新町ウ） 

惜しくも取れず、フレンズ小川選手。 危ない、かもしれない寺山選手。 

ライト前を放つフレンズ松田選手。 試合後のフレンズナイン。 

試合後の一礼、ソルトベイスターズ。 ソルトベイスターズバッテリー、江良投手と大門捕手。 



 順位を争う新町の両チーム。先手を取ったのは和白新町パイレーツだった。先頭の八坂選手が四球で

出塁すると二番の今村選手がすぐに適時打を放ち試合開始直後に打者二人で先制点を奪った。二回には

先頭の朝野選手の三塁打の後、八番土谷選手の適時打で追加点を奪い、三回にも本堂選手の四球、朝野

選手の二塁打の後またしても八番土谷選手が今度は二塁打を放ちパイレーツは三回までに５得点を奪っ

た。これ以上離されたくない新町ウインズも三回の裏には先頭の野中選手が死球で出塁後、泉選手が安

打でチャンスを広げ、一番永渕選手の内野ゴロの間にようやく１点を奪うと、更に失策などでもう１点

を返した。四、五回は両チームともに無得点で次の１点が試合を決めそうであったが、ウインズの守備

陣に痛いミスが生まれ、六回表に無安打で１点を献上してしまう。４点差とされたウインズは六回の裏、

先頭の永渕選手が安打で出塁するも続く長岡選手の打球に対しリーグを代表する名手、今泉選手の好判

断で進塁を阻まれてしまう。それでも三番の桐島選手に安打が生まれ四番の今林選手の内野ゴロの間に

１点を返すと、続く花田選手が左中間に目の覚めるような一発を放ち、１点差まで詰め寄った。ウイン

ズは最終回の守りを何とか無失点で終わり攻撃に繋げたいところであったがこの日４安打を放った朝野

選手の二塁打を皮切りに３失点してしまい、力尽きた。最後までわからない好ゲームだった。序盤は選

手に自由にプレーをさせていたパイレーツ首脳陣が後半に入りフライアウトが増えてきたことでサイン

を使い始めた。パイレーツの勝ちにこだわる姿勢と終始ベンチの雰囲気が良かったことが印象的だった。

（記事・写真：奈多フェニックス 實延 新伍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パイレーツ先発、岩吉投手。 ウインズ先発、桐島投手。 

ウインズ扇の要、今林捕手。 初回、先制タイムリーのパイレーツ今村選手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三回表適時二塁打を放つパイレーツ土谷選手。 ウインズ二番手の永渕投手。 

右前安打の桐島選手。 六回裏、１点差に詰め寄るＨＲを放つウインズ花田選手。 

まだまだ体が動くパイレーツ八坂三塁手。 4 安打のヒーロー、パイレーツ浅野選手。 


